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	１）4/25（木）@東京工業大学　日本原子力学会創立６０周年シンポジウム
	２．２F見学会について
	３．化学工学会研究会への提言（3氏より提言）
	＜主旨＞
	＊汚染水対策は８年経過した今も後手後手の対応に終始しており、その主な原因として、循環炉心冷却ループへの地下水の混入が挙げられている。
	炉心冷却水と地下水との接触を遮断し、炉心冷却の小循環ループこの形成を真剣に取り組むべきである。この実現に向けて早急に検討することを提言したい。
	具体的には、PCV破損部から原子炉建屋底部への炉心冷却水の漏洩状況を把握する必要があり、炉心冷却水の水量を意図的に増減させて状況の変化をみてはどうか。
	上記に関連して検討を進める上で参考にしたい質問事項を以下に示す。
	＜質問事項＞
	① １〜３号機の発熱量はどれだけか
	② 健全な炉であれば本来は炉心燃料中に閉じ込められているはずの全発熱源のうち、炉心溶融が生じたことにより、気体状若しくは冷却水への溶出などによって既にPCVの外へ放出されているものは何割くらいと推定されるか。
	③ ３号機の燃料デブリについて、RPV内に残されたものと,PCVに溶け出し　たものの割合はそれぞれどの程度と推定しているか
	④ １、３号機に関してはPCV底部からそれぞれ、３m、６mの水位が保てているとの由。２号機は0.3m程度であり、RPVは底抜け状態で水位はなしと考えてよいか。
	⑤ RPV内の燃料デブリは、気中にむき出しであり、RPV内に注入した炉心冷却水により“掛水状態”で除熱されているのか。
	⑥ PCV内の主な燃料デブリは、PCV底部に堆積し水没状態になって除熱されているのか。
	⑦ もし、⑤がYesで、RPV内に残っている燃料デブリの量が少ないようであれば、掛水の冷却は必要なのか。
	⑧ １、３号機で一定の水位が保てているのは何故か。
	３m、６m付近に大きな破損孔があり、そこから、オーバーフローしていて、それ以上水位が高まらないのか、それとも　PCV底部にある小規模な破損孔からの漏洩量と、注水量がバランスすることで一定の水位が保てているのか。

